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津
軽
の
夏
の
頂
天
は
ネ
プ
タ
で
あ
る
 

ネ
プ
タ
小
屋
が
組
ま
れ
る
と
 

も
う
じ
っ
と
し
て
お
れ
な
い
津
軽
っ
子
 

ど
ん
な
も
の
が
で
き
あ
が
る
の
か
 

毎
日
の
ぞ
い
て
み
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
 

灯
を
入
れ
て
銀
河
の
下
を
ね
り
歩
く
 

豪
し
ゃ
な
隊
列
が
も
う
目
に
浮
び
 

そ
の
日
を
指
折
り
数
え
て
心
が
弾
む
 

頭
の
中
に
は
笛
や
太
鼓
の
音
が
な
り
ひ
び
き
 

い
つ
の
間
に
か
ロ
笛
の
は
や
し
が
出
る
 

津
軽
の
夜
の
祭
典
が
も
う
近
い
 

子
ら
の
楽
し
い
夢
が
縦
横
無
尽
に
 

か
け
め
ぐ
る
 

楽
し
い
楽
し
い
夏
の
夜
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こ
と
し
十
年
目
を
迎
え
る
ま
つ
り
の
呼
び
物
 
「
虫
お
く
り
」
 
に
は
 

「
火
ま
つ
り
」
と
「
御
神
火
移
し
の
儀
式
」
 
も
加
わ
り
新趣
向
で
登

場
し
ま
す
。
 

「
虫
お
く
り
」
に
は
、
長
富
部
落
な
ど
か
ら
十
一
組
が
参
加
の
予

定
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
目
抜
き
通
り
を
運
行
し

た
あ
と
、
タ

方
か
ら
市
庁
舎
裏
の
岩
木
川
原
で
 
「
火
ま
つ
り
」
 
が
おこ
な
わ
れ
ま
 

「
火
ま
つ
り
」
は
、
身
の
丈
二
十
り
M
ほ
ど
の
木
に
か
嶋
せ

た
虫

を
囲
ん
で
、
こ
の
日
運
行

に
参
加
し
た
笛
、
太
鼓
な
ど
虫
お
く
り

の

は
や
し
に
あ
わ
せ
て
獅
子
舞
を
先
頭
に

踊
り
回
る
と
い
う
も

の
。
 

「
火
ま
つ
り
」
に
先
だ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
 
「御
神
火

移
し
の
儀

式
」
は
、
五
穀
豊
じ
よ
う
の
守
神
の
儀
式
を
古
式
豊
か
に

お
こ
な
う

も
の
で
、
五
所
川
原
の
守
護
神
で
あ
る
 
「神
明
宮
」
か
ら

白
装
東
に

鳥
（
え
）
帽
子
、
わ
ら
じ
を
は
い
た
若
者
が
た
い
ま
つ
で
神
火
を
「
 

火
ま
つ
り
」
会
場
に
運
ぶ
と
い
う
も
の
で
す
。
 

な
お
、
ま
つ
り
期
間
中
の
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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恒
例
の
 
「
五所
川
原
夏
ま
つ

り
」
は
、
八
月
四
日

（
土
）
か

ら
七
日
 
（火
）
ま
で
の
四
日
間

に
わ
た
っ
て
盛
大
に
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
 

田
 

① （昭和33年9月旧日第3種郵便物認可） 

夏 ま つ り の 行事 

八
月
七
日
  

（火
）
 
 

八
月
六
日
  

（月
）
 
 

八
月
五
日
  

（
日
）
 
 

八
月
四
日
  

（
土
）
 
 

八 
一、月 
金三 
、マ日 

午 午午、 
前三前前
八〇九九
時分時時 

姦
蘇
 
錆
誌
 

午午午午
後後後前
六七六九
時時時時 

午午午
後後前
七一九
時時時 

午
後
七
時
 

午
後
七
時
 

ね
ぷ
た
撤
一
行
 

東
北
馬
力
大
会
 

西
北
五
中
学
校
相
撲
大
会
『
  

市
内
小
学
校
相

撲
大
会

）
 
 

神ね 上西
明ぷ 原北
宮た げ五
本運 ん銃
町行 と剣 
例 	記道 
祭 	念大 
と 	杯会
夜 歌争
店 謡奪
ま 民
っ 謡 
り 	ま 

っ 
り 

ね
ぷ
た
運
行
 

虫
お
く
り
火
ま
っ
り
 

虫
 

お
 
く
 
り
 

神
明
宮
本
町
例
祭
と
夜
店
ま
っ
り
 

伽
衛
隊
火
 
知
 

会
 

学
校
音
楽
行
進
と
演
奏
会
 

フ
 オ
ー
ク
フ
 エ
ス
チ
バ
ル
 

三
道
演
武
大
会
（
柔
道
・
剣
道

・
弓
道
）
 
 

~ 

北特岩市
斗設木内
グ相川一
ラ撲河円
ウ場畔
二ノ 
ド 

市
内

一
円
 

市
民
文
化
会
館
 

お
ま
っ
り
広
場
 

仮
宮
、
青
銀
構
内
 

仮市岩市 

塾 - 
青円河円
銀 畔
構 
内 

‘ー～、 

岩市市
木民内
川文ー一
河化円
畔会 
館 

'
  

三
道
会
館
 

お
ま
っ
り
広
場
  )

」
 

 



生活環境 

パトロ・ール本部 
住みよい 

環境づくりに 

舟⑤ 1 4 1 4 

まで 

市の施設見学会 

き 8月8日（水）午前9時半から3時半 と
 
申
 

▽
 

▽
 
▽申 込 8月4 日（土）まで。はがきに住所、 

氏名、年齢、職業を書いて市情報課ま 

“て了 

▽見学コ ース 市庁舎前（集合）～駅東部開発 

～松島団地～学校給食センター～津軽

フラワーセンター～飯詰ダム～新宮団

地～衛生処理センター～市庁舎の順で 

す。 

▽お昼 昼食は各自ご持参願います。 

なお、施設見学会は毎年6月から10月まで毎月 

1回（第2水曜日）を予定しております。 

給水制限も憂慮される水道 

謝
＠
⑨
＠
曇）
働
」
⑨
＠
回
＠
⑥）
念
」
 

鰯
（藻
綴
綴
綴
晒

畿
郷
難
難
懇
瞬
 

宵
宮
の
季
節
に
入
り
、
夜
道

を
歩
く
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

ホ
ホ
・
ゴ
 ロ
 
ッ
 
ホ
・
ホ
ー
 
ホ
 

ー
、
ゴ
 ロ
 
ッホ
・
ホ
ー
ホ
ー
と

も
の
さ
び
し
げ
な
鳴
き
声
を
耳

に
し
ま
す
。
夜
の
鳥
の
代
表
格

フ
ク
ロ
ウ
の
声
な
の
で
す
。
 

こ
の
鳥
は
、
日
光
の
直
射
し

な
い
林
の
中
で
生
活
し
、
昼
間

は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
茂
み
 

に
か
く
れ
た
り
樹
洞
で
じ
っ
と

眠
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
 

夜
は
、
大
き
い
丸
い
目
を
ひ

か
ら
せ
て
飛
び
回
り
、
ネ
ズ
ミ
 

フ
ク
 
ロ
 
ウ
 

（
フ
ク
ロ
ウ
科
）
 

を
中
心
に
カ
ェ
ル
、
小
鳥
、
 コ

ン
虫
類
を
鋭
い
爪
で
つ
か
み
、
 

く
ち
ば
し
で
ひ
き
さ
い
て
食
物

と
す
る
の
で
す
0
そ
の
島
は
、
 

一
年
間
に
ネ
ズ
ミ
ー
い
と
い
う

お
ど
ろ
く
べ
き
量
な
の
で
す
。
 

の
み
く
だ
し
た
食
物
の
中
で

不
消
化
の
も
の
は
、
ク
ペ
リ
ッ

ト
4
と
い
っ
て
毛
や
骨
な
ど
を

直
経
三
ー
四
考
の
だ
ん
ご
に
し

て
吐
き
出
す
習
性
を
も
っ
て
い

ま
す
。
 

獲
物
を
と
ら
え
る
時
は
、
羽

音
ひ
と
つ
た
て
ず
、
暗
い
林
間

を
巧
み
に
飛
ぶ
鳥
と
し
て
も
有

名
で
す
。
俗
名
、
モ
ホ
ド
リ
、
 

モ
ホ
、
 フ
ク
ロ
、
 ホ
ロ
ス
ケ
、
 

キ
ネ
コ
、
ネ
コ
ド
リ
な
ど
が
あ

ま
す
。
 

、
 

異
常
な
水
不
足
が
全
県
的
に
深
刻
さ
を
加
え
、

市
で
も
生
活

用
水

の
確
保
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
水
道
水
源
で
あ
る
岩
木
川
、
飯
詰
ダ

ム
も
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
最
低

水
位
と
な
り
、
 七
月
二
十
七
日
か

ら
水
道
の
夜
間
（
午
前
零
時
ー
同
四
時
）
 
断
水
に
踏
み
き
った
ほ

か

い
ず
れ
給
水
制
限
も
必
要
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
水
不
足
の
解
消
に
は
、
降
雨
を
待

つ
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

そ
れ
ま
で
み
な
さ
ん
も
節
水
に
協
力
く
だ
さ
る
ょ
う

お
願
い
し
ま
す
 

渇
水
ダ
本
部
を
設
置
 

市
で
は
、
七
月
二
十
六
日
、
渇
水
対
策
本
部
（
本
部
長
岩
館
助
役
 

）
を
設
置
、
当
面
す
る
水
不
足
に
対
処
し
、
次
の
対
策
に
全
力
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
①
生
活
用
水
の
確
保
②
農
業
用
水
の
確
保
③
防
疫
対
 

策
の
強
化
④
防
火
体
制
の
整
備

と
点
検
⑤
情
報
の
収
集
 

市
で
は
異
常

渇
水
に
よ

る

水
道
の
水
不
足

か
ら
生
活
用
水

を
確
保
す
る
た

め
七
月
二
十
四

か
ら
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る

次
の
小
、
中
学

校
の
プ
ー
ル
の

使
用
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。
 

水
道
水
が
確

保
さ
れ
る
と
い

つ
で
も
使
用
で

き
ま
す
の
で
児

童
、
生
徒
の
み

な
さ
ん
は
し
ば
 

ら
く
ご
し
ん
ぼ
う
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
小
学
校
、
南
小
学

校
、
沖
飯
詰
小
学
校
、
飯
詰
小

学
校
、
五
所
川
原
第

一
中
学
校
 

五
所
川
原
郵
便
局
は
、
現
在

の
上
平
井
町
一
六
番
地
か
ら
旭

町
四
九
の
二
、
旧
市
庁
舎
跡
地

に
移
転
し
、
新
庁
舎
を
建
築
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
二
十
六
年
九
月
に
本
町

か
ら
現
在
地
に
移
転
し
、
再
度

庁
舎
を
増
築
し
て
き
ま
し
た
が

郵
便
業
務
の
増
加
に
つ
れ
て
せ

ま
く
な
り
、
客
に
対
す
る
サ

ー
 

節
水
に
協
力
を
 

▽
水
道
水
に
よ
る
洗
車
や
、
 

道
路
、
庭
園
な
ど
に
撒
水
す
る

の
を
当
分
慎
し
み
ま
し
よ
う

▽
水
道
水
を
雑
用
水
に
使
用

す
る
際
は
十
分
節
水
に
心
が
け

水
道
の
漏
水
を
発
見
し
た
ら
至

急
市
水
道
課
に
ご
連
絡
を
。
 

ビ
ス
、
職
場
環
境
が
極
度
に
低

下
し
、
新
築
が
せ
ま
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
 

新
庁
舎
の
建
築
費
は
、
 一
億

百
三
十
万
円
で
、
七
月
下
旬
か

ら
着
工
し
、
明
年
九
月
に
完
成

の
予
定
で
す
。
敷
き
地
は
、
千

六
百
七
十
九
平
方
屠
。
新
庁
舎

の
延
べ
面
積
は
千
八
百
平
方
M
 

（
現
在
の
三
・
六
倍
）
で
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
。
 

地
下
に
車
庫
、
機
械
室
、

一

階
に
お
客
さ
ま
ル
ー
ム
、
郵
便

課
、
貯
金
保
険
課
、
二
階
に
局

長
室
、
庶
務
会
計
課
、
会
議
室

休
憩
室
な
ど
。
 

ー
 
ル
 は

使

用
禁

止
 

器
 

郵
便
局
、
庁
舎
を
新
築
 

'
 

( 



、での際は印鑑をお持ちください。 

競 税の申告を受付 

このたびの地方税法の改正により、住宅用地について課税の

特例が設けられました。 

これは固定資産税が昭和50年度から評価額課税となることか

ら、税負担の軽減を目的として住宅用地（住まいするための宅

地）にかかる課税標準を 2分の 1 の額にとどめる措置です。 

この課税の特例を受けるにあたっては地方税法と市税条例に

申告制度が規定されており、住宅用地の所有者は所定の申告書

により市長に申告しなければならないことになっております。 

市税務課では、つぎの日程で各地区ごとに申告の受付（相談 

）場所を設けますので住宅用地の所有者は必ず申告してくだ

さい。 

（申告書は該当者ごとに宅地を記入し受付場所に準備してお

ります） 

▽受付時間、平日午前 9時～午後 4時、土曜日は正午ま

で。 

受付 月 日 ~地区名 ~ 	受 	付 	場 	所 

8月15日 （水） 七
長
 
和
橋
 

羽野木沢公民館 
長橋支所 

8月16月（木） 梅
 
沢
 

栄
  

梅沢支所 
栄支所 

8月17日 （金） 沙嬰 毘沙門小学校 
飯詰集会所 

8月20日 （月） 三
中
 
好

川
 

三好支所 
中川支所 

8月21日（火） 松
松
 
島
町
 

島
  

松島支所 
松島町管理事務所 

8月22日（水） 

8月23日（木） 

8月24日（金） 

8月25日 （土） 

五所川原 

小 	曲 

市庁舎三階口ビ一 

③
 

、
 

r
 

班
落

病
防

除
に

補

助
 

警
察
で
は
、
 

事
故
の
な
い
安

全
な
環
境
を
つ

く
る
た
め
「
命

を
大
切
に
し
よ

う
」
運
動
を
す

す
め

て
い
ま

す
。
 

△
ク
ル
マ

車
V
 

交
通
事
故
防

止
に
 

▽
二
輪
車
の

同
乗
者
も
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ろ
う
 

▽
車
に
乗
る
 

と
き
は
、
座
席
 

ペ
ル
ト
を
し
め
る
▽
車
と
酒
め

関
係
を
断
つ
 

△
水
 
水
V
 

水
難
事
故
防
止
に
 

▽
井
戸
、
た
め
池
、
用
水
堰

な
ど
の
危
険
個
所
に
は
防
護
サ

ク
を
設
け
よ
う
 

▽
水
泳
場
に
は
監
視
員
を
置

謝
、
無
理
な
水
泳
は
し
な
い
 

▽
危
い
遊
び
に
は
声
を
か
け

て
や
め
さ
せ
る
 

△
山
V
 

山
の
遭
難
防
止
に
は
 

▽
山
に
入
る
と
き
は
ふ
た
り

以
上
で
行
く
▽
家
族
、
駐
在
所

な
ど
に
山
で
の
コ
ー
ス
、
帰
宅

時
間
な
ど
を
知
ら
せ
て
お
く
▽

地
理
の
わ
か
ら
な
い
山
に
入
ら
 
 

な
い
▽
自
分
の
体
力
に
合
っ
た

行
動
を
 

ハ
こ
ど
も
 
お
と
し
よ
り
V
 

ひ
と
り
暮
し
の
お
と
し
よ
り

家
庭
を
訪
れ
、
火
の
元
に
注
意

し
て
や
る
▽
シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン

ド
遊
び
を
や
ら
な
い
よ
う
み
ん

な
で
注
意
す
る
▽
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
、
工
事
場
な
ど
の
安
全
点
検

を
 
（
五

所
川
原
警
察
署
）
 

市
政
ダ

イ
ヤ
ル
 

そ
の
日
の
 

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
⑤
四
三

ニ
一
番
 

り
ん
ご
の
 「班
点
落
葉
病
」
 

が
激
発
し
ま
し
た
が
、
発
生
の

ま
ん
え
ん
防
止
と
感
染
源
の
根

絶
を
期
す
る
た
め
、
次
の
要
領

で
農
薬
散
布
に
対
し
助
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

該
当
者
は
至
急
市
農
林
課
（
 

市
庁
舎
三
階
）
に
申
し
込
ん
 

国
民
年
金
の
「
老
齢
福
祉
年

金
」
は
、
満
七
十
歳
に
な
る
と

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
満
七
十
歳

に
な
ら
な
く
て
も
身
心
に
障
害

の
あ
る
お
と
し
よ
り
に
か
ぎ
っ
 

て
満
六
十
五
歳

か
ら

「
老
齢
福

祉
年
金
」
を
受

け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

し
か
し
、
身

心
の
障
害
が
軽

く
、
あ
る
程
度

自
分
で
体
を
動

か
し
、
日
常
生

活
を
ど
う
に
か

送
っ
て
い
る
お

と
し
よ
り
に
は
 

「
障害
福
祉
年

金
」
は
支
給
さ

れ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま

す
。
 

で
く
だ
さ
い
。
 

▽
事
業
の
実
施
主
体
 

団
体
ま
た
は
共
同
防
除
班
 

▽
防
除
の
対
象
 

四
一
督
以
上
被
害
の
あ
る
も
 

の
 ▽

申
込
期
日
 

八
月
六
日
（
月
曜
日
）
 

皆
さ
ん
の
家
族
や
隣
り
近
所

に
体
の
不
自
由
な
お
と
し
よ
り

の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮

な
く
市
健
康
年
金
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

対
象
に
な
る
身
心
の
障
害
の

程
度
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
耳
が
不
自
由
で
、
耳
も
と

で
大
声
で
話
し
て
も
ふ
た
つ
、
 

三
つ
し
か
声
が
聞
き
と
れ
な
い

▽
脳
出
血
で
倒
れ
、
手
や
足

が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
 

▽
ロ
が
き
け
な
い
の
で
、
身

ぶ
り
で
家
族
に
も
の
を
た
の
ん

で
い
る
 

▽
目
が
不
自
由
で
、
家
族
の

顔
が
ぼ
ん
や
り
見
え
る
 

▽
精
神
に
障
害
が
あ
っ
て
、
 

日
常
生
活
の
用
は
家
族
の
せ
わ

を
受
け
て
い
る
 

▽
事
故
や
病
気
で
手
や
足
の

片
方
を
切
断
し
て
い
る
 

水難事故をなくしましょう 

難
 
年
金

は

6
5
歳
か
ら
 



 

おしらせ 

 

町
内
ぐ
る
み
朝
の
マ
ラ
ソ
ン
 

 

ゆ⑦《りでも憲るう 

 

平和町で朝のマラ ソ ン 

j
 
現
金
は
 
ロ
座
振
替
払
い
で
 

土
地
改
良
区
の
意
見
書
、
国
有

財
産
を
使
用
す
る
場
合
は
国
有

財
産
使
用
願
を
必
ず
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
 

舞
涙
教
護
一
 

難
轟
護
嚢
 

五
所
川
原
農
林
高
校

J
R
C
 

（桜
庭
康
博
君
代
表
）
は
、
こ

の
ほ
ど
日
赤
県
支
部
五
所
川
原

分
会
に
ペ
ト
ナ
ム
難
民
救
済
資

金
に
と
現
金
五
万
三
千
八
百
四

十
八
円
を
届
け
ま
し
た
。
木
造

高
校

J
R
cと
合
同
で
一
日
街

頭
募
金
を
お
こ
な
っ
た
も
の
。
 

成
人
式
は
1
5日
 

市
の
四
十
八
年
度
の
成
人
式

は
、
八
月
十
五
日

（水
）
午
前

九
時
半
か
ら
市
民
文
化
会
館
ホ
 

ー
ル
で
開
き
ま
す
。
 

こ
と
し
成
人
を
迎
え
る
の
は

昭
和
二
十
八
年
一
月
一
日
ー
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
市
内
の
対
象
者
は
六

百
九
十
四
人

（
男
三
二
六
人
、

、
 

女
三
六
八
人
）
で
前
年
度
よ
り

二
十
人
ほ
ど
少
な
い
。
 

対
象
者
に
は
案
内
状
を
さ
し

あ
げ
ま
す
が
、
住
所
変
更
な
ど

で
通
知
も
れ
の
あ
る
と
き
は
市

教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
 

費
感
想
文
募
集
も
 

な
お
、
市
教
育
委
員
会
で
は
 

「
成
人
式
に
あ
た
っ
て
の
意
見

感
想
文
」
 
を
募
集
し

て
い
ま

す
。
応

募
さ
れ

る
方

は
、

四

百
字
詰
原
稿

用
紙
五
枚

以
内

に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
職

業
を
明
記
し
て
八
月
十
一
日
（
 

土
）
ま
で
市
内
岩
木
町
一
二
番

地
、
教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
内
、
 

市
教
育
委
員
会

「
成
人
式
係
」
一
・‘
 

あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

▽
主
催
 
国
民
生
活
セ
ン
タ
 

ー
、
後
援
 
経
済
企
画
庁
 

▽
募
集
対
象
 
全
国
の
主
婦

▽
テ
ー
マ
 
次
の
う
ち
ひ
と

つ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
 

わ
が
家
の
物
価
対
策
、
物
価

行
政
へ
の
注
文
 

▽
原
稿
 

一
、
本
文
は
、
四

百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
前
後

二
、
原
稿
に
は
応
募
者
の
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
の
こ
と
 
三
、
 

、
 

応
募
原
稿
は
未

発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
（
応

募
原
稿
は
お
返

し
し
ま
せ
ん
）
 

▽
締
切
り

八
月
三
十
一
日
 

（当
日
消
印
有
 

効
）
 

▽
送
り
先
 
東
京
都
港
区
高

輪
三
ー
一
三
ー
二
二
（
郵
便
番

号
一
〇
八
）
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
懸
賞
文
募
集
係
 

な
お
、
入
選
、
発
表
な
ど
詳

し
く
は
市
商
工
観
光
課
（
電
話

⑤
二
一

一
一
番
）
 
にお
間
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

市
に
物
品

な
ど
納
入
し
た
場

合
や
市
で
支
払
い
を
す
る
も
の

に
つ
い
て
、
便
利
な
ロ
座
振
替

払
い
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
労
力
軽
減
の
た
め
…
支
払

い
を
受
け
る
た
め
会
計
課
の
窓

ロ
ま
で
足
を
運
ぶ
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。
 

▽
現
金
の
事
故
防
止
に
 

現
金
持
ち

は

こ
び

の
際
の
事

故
が
起
る
心
配
が
な
く
な
り
ま
 

す
。
 

、
 

▽
領
収
事
務
軽
減
の
た
め
i
 

現
金
領
収
の
た
め
の
（
ン
コ
の

持
ち
は
こ
び
ゃ
請
求
印
と
の
照
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
毎
月
十
五
日
ま
で
に
提
出

さ
れ
た
農
地
の
移
動
、
転
用
の

申
請
に
つ
い
て
、
そ
の
月
の
一
一

十
日
前
後
の
農
地
部
会
で
審
議

し
て
き
ま
し
た
が
、
八
月
か
ら

は
毎
月
十
日
ま
で
提
出
さ
れ
た

申
請
を
そ
の
月
の
十
五
日
の
農

地
部
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
変

更
し
ま
し
た
。
 

と
く
に
土
地
改
良
区
域
内
の

農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
、
 

合
が
な
く
な
り
ま
す
。
 

ほ
か
に
会
計
課
へ
請
求
書
が
 

回
る
と
直
ち
に
ロ
座
振
替
を
す

る
た
め
、
窓
ロ
よ
り
支
払
い
が

早
く
な
り
収
入
印
紙
を
は
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▽
ロ
座
振
替
払
い
を
ご
利
用

の
方
は
 

市
会
計
課
（
市
庁
舎
二
階
）
 

窓
ロ
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い

▽
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

市
指
定
金
融
機
関
と
各
収
納

代
理
金
融
機
関
 

▽
振
替
日
は
 

毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十
 

,
 

④
 

が 	 「どんなにゆっくり走ってもよい、毎朝欠かさず走るのが体力づくり 

の基本」と、平和町町内会（野呂甚助会長）は、幼児からおとしよりま

での Aおはようマラソン、をおこなっています。 

一主三子吾 誉ジ，乏ソとカ警タートし冬？讐然然二卿ブく讐Iどん
〒肴・、フ二 なにゆっくり走ってもよい」 というのがうけ初日から 131人も参加。 

ig二 」ー休 朝食前の午前 6時に集合し体操をしたあと、町内の一角にある県立五農 

」太こ 旦 高グラウンドの 1 周250財を 4周、 1,000Mを走ります。 
I Fr,-. 
才架 場 マラソンには、小、中学生から主婦、出勤前のサラリーマンなど毎朝 

‘ニ，ー 合 百数十人が出ていますが、なかには70歳の斎藤キチさんから家族に手 
’二j 鱗 をひかれた 3歳の幼児も参加するにぎやかさ。 

ィ凸，、ー 
公『 首 ‘スタートしてからひと月の間に休んだのは、雨のあった一日だけで町 

v 納ぐるみ手軽にできると町民の間に定着しています。 

五
日
 

五
所
川
原
市
民
野
鳥
と
野
草

に
親
し
む
会
の

「
市
民
探
鳥
会
 

」
は
、
八
月
九
日
（
木
）
午
後

五
時
か
ら
六
時
ま
で
岩
木
川
原

を
コ

ー
ス
に
お
こ
な
い
ま
す
。
 

参
加
さ
れ
る
方
は
、
メ
モ
帳

を
準
備
し
午
後
五
時
前
ま
で
元

町

「
八
幡
宮
」
境
内
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
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